
相
模
原
協
同
病
院

病
院
長

高
野
靖
悟
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

―
―
相
模
原
協
同
病
院
の
沿
革
と
地
域
で
の
位

置
付
け
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
終
戦
2
週
間
前
の
１
９
４
５
年

8
月
1
日
に
、
無
医
村
地
域
を
解
消
す
る
た
め

に
Ｊ
Ａ
の
前
身
で
あ
る
農
業
会
に
よ
っ
て
開
設

さ
れ
た
僅
か
20
床
の
「
農
業
会
相
模
原
病
院
」

が
嚆
矢
と
な
り
ま
す
。
以
来
、
地
域
医
療
を
守

る
と
い
う
一
貫
し
た
理
念
の
も
と
医
療
を
展
開

し
て
き
て
お
り
、
90
年
に
現
在
の
概
要
・
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
位
置
付
け
と
し
て
は
、
人
口
72
万

人
の
政
令
指
定
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
唯
一
、

市
民
病
院
を
持
た
な
い
相
模
原
市
に
お
け
る
、

同
市
北
部
の
地
域
中
核
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
機
能
を
有
す
る
急
性
期
病
院
を
目
指

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
98
年
に
地
域
災
害
拠

点
病
院
、
03
年
に
地
域
医
療
支
援
病
院
、
初
期

臨
床
研
修
指
定
病
院
、
06
年
に
は
地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
高
い
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
２
次
救
急
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
設

備
、
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

救
急
車
搬
送
は
年
間
約
６
０
０
０
件
を
収
容
し

て
い
ま
す
。

―
―
診
療
の
特
徴
、
注
力
領
域
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
市
民
病
院
が
な
い
地
域
ゆ

え
に
、
市
民
が
必
要
と
す
る
診
療
科
は
す
べ
て

揃
え
る
と
い
う
の
が
私
の
方
針
で
あ
り
、
総
合

病
院
と
し
て
の
責
務
と
い
え
ま
す
。
で
す
か
ら

専
門
的
な
高
度
医
療
だ
け
で
な
く
、
歯
科
口
腔

外
科
ま
で
含
め
、
標
榜
診
療
科
目
は
33
診
療
科

に
至
っ
て
い
ま
す
。
４
３
７
床
規
模
で
は
、
す

べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
の
も
若
干
無
理
が

あ
り
ま
す
し
、
経
営
的
に
は
か
な
り
厳
し
い
で

す
が
、
地
域
完
結
型
医
療
の
実
現
に
可
能
な
限

り
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

た
だ
、
私
と
し
て
は
当
院
の
診
療
の
核
は
、

が
ん
治
療
と
循
環
器
治
療
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
者
は
外
科
的
治
療
、
化
学
療
法
に
加
え
、
当

地
で
極
め
て
遅
れ
て
い
た
放
射
線
治
療
の
底
上

げ
に
努
力
し
04
年
に
は
高
精
度
放
射
線
治
療
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
同
セ

ン
タ
ー
は
当
院
の
大
き
な
柱
に
ま
で
育
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
後
者
は
、
か
つ
て
急
性
冠
症
候
群

を
代
表
と
す
る
循
環
器
治
療
の
救
急
対
応
に
大

き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
す
が
、
３
６
５

日
24
時
間
体
制
を
敷
く
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と

が
出
来
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
件

1979 年日本大学医学部卒。1983 年日本
大学医学部付属駿河台病院、2001 年相
模原協同病院勤務。2006 年より同院病
院長に就任

高野靖悟（たかの・せいご）氏

高
性
能
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
自
走
式
Ｃ
Ｔ
の
融
合
で
、

高
い
精
度
と
安
全
性
を
誇
る
放
射
線
治
療
を
実
現
。

格
段
の
治
療
実
績
と
共
に
経
営
に
も
大
き
く
貢
献

１
９
４
５
年
終
戦
直
前
に
設
立
の
相
模
原
協
同
病
院
は
、
70
余
年
に
わ
た
り
、
神
奈
川
県
・
県
北
医
療
圏
の
地
域
医
療
の
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

同
院
は
、
低
迷
状
態
に
陥
っ
て
い
た
放
射
線
治
療
部
門
を
、
地
域
が
要
望
す
る
が
ん
診
療
の
柱
と
す
べ
く
斯
界
の
雄
、
福
原 

昇
氏
を
招
聘
。

２
０
０
４
年
に
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
同
室
Ｃ
Ｔ
を
２
室
有
し
た
「
高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、
驚
異
の
治
療
実
績
を
マ
ー
ク
。

そ
し
て
２
０
１
４
年
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
お
よ
び
同
室
Ｃ
Ｔ
を
、
時
代
が
望
む
“
高
精
度
”
に
対
応
さ
せ
る
た
め
に
最
新
型
装
置
に
更
新
し
た
。

放
射
線
治
療
へ
の
注
力
を
大
き
な
戦
略
と
捉
え
る
高
野
病
院
長
、
意
欲
的
な
治
療
に
取
り
組
む
福
原
放
射
線
科
（
治
療
）
部
長
ら
に
話
を
聞
い
た
。

2 0 1 7  D e c e m b e r

相模原協同病院
JA神奈川県厚生連

神奈川県

相 模 原 協 同 病 院ではリニアック
「Elekta Synergy（エレクタ／東芝
メディカルシステムズ）」と自走式 16
列CT「Aquilion LB」を組み合わせ
た放射線治療室を2 室設置し、高
精度な放射線治療を安定的に実施、
大きな成果を挙げている

（    ）8新　医　療　2017年12月号（    ）9 新　医　療　2017年12月号



べ
く
、
動
体
追
跡
装
置
を
導
入
し
た
り
、
外
耳

道
マ
ー
カ
、
腹
臥
位
乳
房
治
療
台
（
14
頁
）
な

ど
を
独
自
に
考
案
す
る
な
ど
し
て
、
着
実
に
成

果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
」

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、
放
射
線
治
療
室
２

室
に
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
各
１
台
ず
つ
設
置
。
ど

ち
ら
の
部
屋
で
も
自
走
式
16
列
Ｃ
Ｔ
を
組
み
合

わ
せ
た
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
る
。
治
療

実
施
件
数
は
現
在
、
１
ヵ
月
に
８
０
０
～

１
０
０
０
件
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ（
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）
お
よ
び
定
位
照
射
に
よ
る
高
精
度
放

射
線
治
療
で
、
肺
が
ん
と
前
立
腺
が
ん
の
治
療

が
主
で
あ
る
。
通
常
照
射
は
緊
急
の
疼
痛
緩
和

な
ど
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。

　

高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
設

当
初
か
ら
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
あ
る
放
射
線
治
療
室

内
に
自
走
式
Ｃ
Ｔ
を
設
置
し
て
い
る
。
治
療
計

画
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
治
療
前
に
Ｃ
Ｔ

撮
影
を
行
い
、
腫
瘍
自
体
の
位
置
を
確
認
し
、

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
動
体
照
射
で
正
常
組
織
を

避
け
つ
つ
、
腫
瘍
部
位
の
み
を
照
射
す
る
と
い

う
高
精
度
放
射
線
治
療
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
き
た
。
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
Ｃ
Ｔ
を
同
室
に
設
置

す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
福
原
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

　

相
模
原
協
同
病
院
は
、
２
０
０
４
年
７
月
、

高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
創
設
の
た
め
に
招
聘
さ
れ
た
放
射

線
科
（
治
療
）
部
長
の
福
原 

昇
氏
は
、
当
時
の

こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
赴
任
時
に
は
、
放
射
線
治
療
の
患
者
数
は
１

日
８
人
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ

ン
タ
ー
開
設
に
際
し
て
は
、
前
任
地
で
の
診
療

実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に
病
院
上

層
部
の
理
解
を
得
て
、
高
精
度
放
射
線
治
療
が

可
能
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
２
台
、
一
気
に
導
入
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
当

時
の
常
勤
医
は
私
１
人
で
し
た
が
、
１
日
90
人

の
患
者
さ
ん
に
治
療
を
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
現
す

■

相
模
原
協
同
病
院

「
Ｃ
Ｔ‐リ
ニ
ア
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
」を
２
台
導
入
し
て
、

高
精
度
放
射
線
治
療
を
安
定
的
か
つ
積
極
的
に
推
進

1983 年東海大学医学部卒（1993 年同大学大
学院卒）、1989 年東海大学、東京女子医科
大学、愛知医科大学を経て、2004 年より現職。
Best Doctors in Japan 2012-2013 に選出。日
本放射線腫瘍学会認定医、日本医学放射線
学会専門医

相
模
原
協
同
病
院

放
射
線
科
（
治
療
）
部
長

福
原 

昇
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

「
Ｃ
Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
同
室
に
設
置
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

放
射
線
治
療
を
行
う
寝
台
で
位
置
決
め
用
の
Ｃ

Ｔ
撮
影
を
し
、
治
療
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
点
で
す
。
寝
台
が
全
く
同
じ
な
の
で
、
こ

れ
ほ
ど
正
確
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
施
設
で
は
、
治
療
計
画
用
Ｃ
Ｔ
は
リ

ニ
ア
ッ
ク
と
は
別
の
部
屋
に
置
か
れ
て
い
る
の

で
、
当
然
寝
台
も
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｃ

Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
同
室
の
場
合
、
寝
台
も
同

じ
で
す
か
ら
位
置
決
め
が
容
易
で
す
。
な
お
、

金
マ
ー
カ
の
留
置
や
、
最
近
で
は
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ

（
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
）
を
装
備
し
た
リ
ニ
ア
ッ

ク
の
登
場
な
ど
に
よ
っ
て
、
放
射
線
治
療
に
お

け
る
腫
瘍
の
位
置
に
関
す
る
精
度
が
た
い
へ
ん

向
上
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
治
療
中
、

腹
部
な
ど
の
低
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
領
域
で
は
腫
瘍

自
体
や
隣
接
す
る
正
常
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど

の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か
十
分
な
検
討
が
行
え

ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ
を
同

福原 昇（ふくはら・のぼる）氏

治
療
計
画
時
と
同
じ
画
像
品
質
に
よ
り

精
度
の
高
い
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
を
実
施

Ｃ
Ｔ
‐
リ
ニ
ア
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

「 E l e k t a  S y n e r g y 」 に よ る 放 射 線 治 療 数
は
近
隣
の
大
学
病
院
を
抜
い
て
相
模
原
市
で

一
番
で
す
。

―
―
お
話
に
出
た
高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
開
設
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

私
は
外
科
医
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
が
ん
治

療
に
お
け
る
外
科
の
限
界
も
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
化
学
療
法
も
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
る

こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
放

射
線
治
療
の
可
能
性
に
は
、
か
ね
て
よ
り
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
１
９
９
１
年
に

ア
メ
リ
カ
に
い
た
の
で
す
が
、
放
射
線
治
療
の

位
置
付
け
が
日
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お

り
、
ま
さ
に
世
界
の
趨
勢
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
た
の
で
す
。
帰
国
し
て
か
ら
、
当
時
の
日

本
の
が
ん
治
療
の
状
況
を
見
る
と
、
さ
ら
に
そ

の
有
用
性
を
確
信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
２
０
０
４
年
に
高
精
度
放
射
線
治
療

セ
ン
タ
ー
が
開
設
す
る
際
に
は
、“
ど
う
せ
造
る

の
な
ら
最
高
の
も
の
を
”
と
い
う
意
気
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
信
連
（
信
用

農
業
協
同
組
合
連
合
会
）
の
理
事
長
を
は
じ
め

Ｊ
Ａ
の
関
係
者
の
方
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
も

で
き
、
無
事
、
装
置
２
台
体
制
と
い
う
意
欲
的

な
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

　

加
え
て
、
セ
ン
タ
ー
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

招
聘
し
た
福
原 

昇
放
射
線
科
部
長
の
考
え
方
に

非
常
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
提
案
を
大

い
に
取
り
入
れ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

―
―
開
設
時
の
課
題
、
障
害
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

　

な
に
よ
り
も
、
患
者
さ
ん
を
い
か
に
多
く
集

め
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
地
域
の
医
療
機
関
に
対
し
て
最
新
の

放
射
線
治
療
の
重
要
性
、
当
セ
ン
タ
ー
に
導
入

し
た
高
性
能
な
機
器
、
そ
し
て
優
秀
な
ス
タ
ッ

フ
の
存
在
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
す
。
加

え
て
、
私
が
陣
頭
指
揮
を
執
り
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
院
内
の
各
診
療
科
の
医
師

達
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
福
原
部
長
も
農
村

医
学
会
を
は
じ
め
、
積
極
的
に
放
射
線
治
療
の

有
用
性
と
当
セ
ン
タ
ー
の
優
位
性
を
発
信
し
て

く
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
全
国
か
ら
患
者
さ
ん

が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

―
―
２
０
１
４
年
に
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
放
射
線
治

療
用
Ｃ
Ｔ
を
最
新
式
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
13
年
を
経
て
更
新
の
時

期
を
迎
え
、
新
し
い
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

施
設
名
に
あ
る
よ
う
に
、そ
の
時
代
の“
高
精
度
”

を
可
能
に
し
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
使
い
や
す
く
、

信
用
を
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
要
件
か
ら
、
エ
レ

ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
東
芝
製
Ｃ
Ｔ
の
組
み
合

わ
せ
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
高
性
能
機
器
の
導
入
は
、

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ク
ル
ー
ト
効
果
、
ま
た

既
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
へ
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

―
―
今
後
の
予
定
、
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
０
年
を
目
途
に
こ
の
地
か
ら
３
㎞
離

れ
た
場
所
に
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
移
転

の
最
大
の
理
由
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
狭
隘
化

で
す
。
特
に
後
者
は
、
駐
車
場
が
狭
く
駐
車
に

１
時
間
か
か
る
と
い
う
致
命
的
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
建
設
予
定
地
は
広
大
な
敷
地
な
た
め
、

十
分
な
駐
車
場
が
確
保
で
き
る
予
定
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
駐
車
ま
で
の
待
ち
時
間
は
解
消
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
中
核
病
院

と
し
て
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
て
参
り
ま
す
。

【ホジキン病の例】
本症例は中咽頭・上頸部領域と下頸部・両鎖骨上窩の照射野を繋げたり、
鉛ブロックで照射野を作成することが一般的であるが、エレクタリニアックは
VMAT 照射領域が広いため、マントル照射（照射範囲 32cm×20cm ）
にも適用可能である。１アイソセンタVMAT であるため、照射野つなぎ目
の過線量を気にすることなく、安心して照射することができた。
広範囲の強度変調放射線治療には専用機の Tomotherapyを用いること
が多いが、照射野の長さに比例し照射時間が長くなることが課題であった 
(10〜20 分 ) 。エレクタリニアックでは 50cm 程度の範囲であれば同等の線
量分布を2〜3 分程度で照射できるため、本症例に限らず、臨床適用の
用途は多い。

【体幹部定位放射線治療（SBRT）の例】
病巣の呼吸性移動を考慮するため、４DコーンビームCT 機能（Symmetry）によ
る４D 画像誘導放射線治療を適用し、病巣の動きを加味した重心になるようにアイソ
センタを設定。
本症例では２病巣を１つずつを照射すると隣接領域に過線量領域が確認されたた
め、２病巣を１つの照射野に含めた１アイソセンタVMATを実施している。

「Elekta Synergy」装備の 3 次元光学式計測システム。6 軸ロ
ボティックカウチ（天板）と連動し、精度の高い位置決めに貢献
している

（    ）10新　医　療　2017年12月号（    ）11 新　医　療　2017年12月号



室
助
手
が
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
画
像
診
断
用
Ｃ
Ｔ
２

台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
２
台
、
血
管
撮
影
装
置
２
台
、
Ｘ

線
Ｔ
Ｖ
２
台
、
一
般
撮
影
装
置
４
台
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
４
台
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
で
す
。

　

検
査
件
数
は
、
概
算
１
ヵ
月
、
Ｃ
Ｔ
が
１
８

０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
７
５
０
件
、
血
管
撮
影
装

置
が
１
６
０
件
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
が
１
７
０
件
で
す
。

　

診
療
放
射
線
技
師
の
人
員
数
は
、
こ
の
規
模

の
病
院
に
し
て
は
多
い
の
で
す
が
、
病
院
移
転

に
備
え
、
若
干
多
め
に
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
て
い

る
こ
と
も
そ
の
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
２
台
で
月
に
約

９
０
０
件
の
治
療
を
実
施
し
て
い
る
。
放
射
線

治
療
に
関
す
る
業
務
の
現
況
に
つ
い
て
、
松
本

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
を
担
当
す
る
診
療
放
射
線
技
師

は
通
常
６
名
で
、
新
人
教
育
な
ど
に
よ
り
１
名

増
え
て
７
名
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
在

は
１
ヵ
月
に
８
０
０
～
１
０
０
０
件
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
も
件
数
は
減
っ
て

い
て
、
最
も
多
い
時
期
で
は
１
ヵ
月
に
１
４
０

０
件
の
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
た
頃
も
あ

り
ま
し
た
。
今
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
稼
働
し
て
か

ら
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
割
合
が
増
え
続
け
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
の
治
療
で
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
、
も
し
く
は
定

位
照
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

松
本
氏
は
、「E

lekta Synergy

」
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
は
当
院
に
１
９
９
５
年
か
ら
勤
務
し
て
い

ま
す
が
、『E

lekta Synergy

』
の
導
入
後
、

患
者
１
人
当
た
り
の
治
療
時
間
が
短
く
な
っ
て

い
ま
す
。
従
前
の
装
置
で
は
、
高
精
度
放
射
線

義
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

万
一
、一
方
が
故
障
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ

れ
て
も
、
同
一
装
置
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
も
う
一

方
の
装
置
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
患
者
さ

ん
に
治
療
を
休
ん
で
も
ら
う
こ
と
な
く
、
継
続

し
た
放
射
線
治
療
を
実
施
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
等
を
含
め
た
コ

ス
ト
も
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ

レ
ク
タ
社
の
製
品
に
つ
い
て
は
、
自
走
式
16
列

Ｃ
Ｔ
の
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
の
サ
ー
ビ
ス
が
優
秀
で
あ
る
点
も

大
き
い
で
す
ね
。
実
際
に
、
し
っ
か
り
保
守
・

管
理
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
狙
い
通
り
の
運
用

が
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
装
置
を
実
際
に
運
用
す
る
放
射

線
室
の
概
要
を
、
松
本
好
正
放
射
線
室
次
長
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
室
に
は
常
勤
40
名
、
パ
ー
ト
１
名
の

計
41
名
の
診
療
放
射
線
技
師
と
８
名
の
放
射
線

治
療
を
実
施
す
る
た
め
に
人
手
と
手
間
が
掛
か

り
、
そ
の
た
め
治
療
時
間
も
長
く
、
治
療
が
夜

に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
装

置
で
は
、
画
像
誘
導
シ
ス
テ
ム
な
ど
業
務
を
効

率
化
す
る
ソ
フ
ト
や
工
夫
が
数
多
く
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｔ
が
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
同
室
で
あ

る
こ
と
も
含
め
て
、
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療

を
効
率
よ
く
実
施
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
」

　

Ｃ
Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
同
室
で
あ
る
メ
リ
ッ

ト
を
、
松
本
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｃ
Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
連

携
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
双
方
の
画
像
を

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
で
、
寝
台

が
共
通
で
あ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
３
次
元
的

に
精
度
の
高
い
位
置
合
わ
せ
を
可
能
に
し
て
い

る
点
は
非
常
に
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
室
に
あ
る
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
の
16
列
Ｃ
Ｔ
『A

quilion LB

』
は
ボ

ア
が
９
０
０
㎜
と
大
き
く
、
業
務
上
、
受
け
る

制
約
も
小
さ
い
で
す
し
、
画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ

な
の
で
病
状
を
詳
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
治
療
装
置
の
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
は
、
あ
く
ま
で
腫

瘍
の
位
置
を
お
お
よ
そ
把
握
す
る
た
め
の
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
室
の
画
像

診
断
用
Ｃ
Ｔ
で
高
画
質
な
画
像
を
得
る
こ
と
に

よ
り
、
病
状
の
変
化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
知
る

こ
と
が
で
き
、
治
療
計
画
の
変
更
等
、
よ
り
患

者
の
病
状
に
合
わ
せ
た
放
射
線
治
療
を
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
の
資
格
を
持
つ
松

本
氏
は
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
い
る
点

も
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
「E

lekta 
Synergy

」
導
入
の
成
果
に
つ
い
て
話
す
。

「
国
内
の
有
力
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
東

芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
が
保
守
・
管
理
や

サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
て
く
れ
る
点
は
、
現
場
の

機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
者
と
し
て
は
、
と
て

も
安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
実
際
に
、
サ
ポ
ー

ト
は
迅
速
で
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
て
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
、
診
療
放

射
線
技
師
と
医
学
物
理
士
を
兼
務
す
る
放
射
線

室
次
長
の
熊
本
隆
司
氏
は
、
診
療
放
射
線
技
師

お
よ
び
医
学
物
理
士
の
立
場
か
ら
、「E

lekta 
Synergy

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
新
し
い
『E

lekta Synergy

』
の
優
れ
て
い

る
点
は
、
ま
ず
１
分
間
に
照
射
す
る
放
射
線
の

量
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
、
多
門
照
射
を
操
作

「放射線治療は今後さらに進化していくので、
こちらもそれに備えて勉強していきたい」と
話す非常勤放射線治療医の備前麻衣子氏

「国内の有力医療機器メーカーである東芝メ
ディカルシステムズが保守・管理やサポートを
担当してくれる点は、とても安心感がある」
と話す放射線室次長の松本好正氏

室
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
質
の
高
い

画
像
に
よ
り
日
々
の
腫
瘍
の
位
置
お
よ
び
サ
イ

ズ
と
周
囲
正
常
臓
器
の
情
報
を
取
得
で
き
る
た

め
、
よ
り
有
用
性
の
高
い
画
像
誘
導
放
射
線
治

療
を
施
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
一

般
の
治
療
の
際
に
患
者
さ
ん
の
皮
膚
マ
ー
ク
が

消
え
て
も
Ｃ
Ｔ
で
正
確
な
位
置
決
め
が
で
き
る

点
で
も
有
用
な
シ
ス
テ
ム
で
す
」

　

高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
創
設
早
期

か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
で
放
射
線
治
療
に
携
わ
っ

て
き
た
放
射
線
治
療
医
の
備
前
麻
衣
子
氏
は
、

Ｃ
Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
同
室
に
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｃ
Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
寝
台
が
全
く
同
じ
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
治
療
計
画
を
立
て
る
上
で

非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
寝
台
の
し
な
り
具
合
も
、
天
板
の
放
射

線
吸
収
率
も
同
じ
寝
台
で
あ
る
が
故
に
数
値
等

に
誤
差
が
な
く
、
安
心
し
て
放
射
線
治
療
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
来
の
治
療
計
画

Ｃ
Ｔ
等
で
は
寝
台
が
変
わ
る
と
臓
器
の
位
置
も

変
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
大
き
く
動
か

な
い
こ
と
は
、
治
療
精
度
を
高
め
る
上
で
大
い

に
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

相
模
原
協
同
病
院
は
、
２
０
１
４
年
４
月
に

リ
ニ
ア
ッ
ク
を
更
新
し
、
エ
レ
ク
タ
社
の

「Elekta Synergy

」
を
２
台
導
入
し
た
。
同
リ

ニ
ア
ッ
ク
は
、
治
療
ビ
ー
ム
と
直
交
方
向
に　

電
圧
の
Ｘ
線
管
球
と
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
検
出
器

を
装
備
し
て
い
る
こ
と
で
、
単
発
撮
影
や
連
続

撮
影
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
技
術
に
よ

る
３
次
元
お
よ
び
４
次
元
Ｃ
Ｔ
画
像
を
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「Elekta Synergy

」

は
最
新
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
あ
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
対
応
。

従
来
の
強
度
変
調
放
射
線
治
療
に
比
べ
、
広
い

範
囲
を
短
い
照
射
時
間
、
か
つ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

限
局
し
た
放
射
線
治
療
が
可
能
と
な
り
、
患
者

へ
の
余
分
な
被
ば
く
の
低
減
が
期
待
で
き
る
。

　

エ
レ
ク
タ
社
製
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
選
定
し
た

福
原
氏
は
、
そ
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｘ
線
ビ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
各
社
製
品
に
性

能
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
狙
っ
た
と
こ
ろ
に

ビ
ー
ム
を
精
度
よ
く
照
射
で
き
る
の
か
、
ま
た

広
い
範
囲
を
一
度
に
照
射
で
き
る
か
と
い
う
要

件
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
（
マ
ル
チ
リ
ー
フ
コ

リ
メ
ー
タ
）
の
性
能
に
優
れ
る
エ
レ
ク
タ
製
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
利
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
レ
ク
タ
の
製
品
は
構
造
が
シ
ン
プ

ル
で
あ
る
が
ゆ
え
に
壊
れ
に
く
く
、
実
際
に
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
を
多
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｍ

Ｌ
Ｃ
の
モ
ー
タ
の
故
障
は
、
導
入
３
年
間
で
１

度
も
起
き
て
い
ま
せ
ん
」

　

ま
た
、
同
院
で
は
、
か
ね
て
よ
り
リ
ニ
ア
ッ

ク
と
Ｃ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た
放
射
線
治
療
を
継

続
す
る
た
め
、「E

lekta Synergy

」
の
置
か

れ
た
放
射
線
治
療
室
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
走
式
16

列
Ｃ
Ｔ
「A

quilion LB

（
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
）」
を
直
列
配
置
し
た
。
２
台
全

く
同
じ
装
置
を
導
入
し
た
理
由
を
、
福
原
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
実
際
に
装
置
を
運
用
す
る
の
は
診
療
放
射
線

技
師
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
複
数
種
類
の
装

置
の
運
用
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
は
幾
許
か
の
苦

労
が
伴
い
ま
す
。
こ
の
苦
労
を
低
減
で
き
る
意

「CT がリニアックと同室にあると、腫瘍だけ
でなく正常臓器の位置も容易に把握できるな
ど、メリットが大きいので国内で普及してほし
い」と話す放射線室次長の熊本隆司氏

最
新
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
「
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
に
よ
り
、

広
い
範
囲
を
短
い
時
間
で
精
度
よ
く
照
射

高
性
能
リ
ニ
ア
ッ
ク
「E

lekta S
ynergy

」

放
射
線
治
療
医
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、

高
精
度
放
射
線
治
療
に
取
り
組
む

放
射
線
室

「Elekta Synergy」に搭
載された MLC（マルチリー
フコリメータ）。従来装置と
比較して、広範囲を、高
精度で、短時間に照射す
ることが可能となっている

エレクタ製高性能リニアック「Elekta Synergy」。
治療ビームと直交方向に kV 電圧の X 線管球と
フラットパネル検出器を装備、単発撮影や連続撮
影だけでなく、コーンビーム技術による3 次元およ
び４次元の CT 画像を撮影することができる

東芝メディカルシステムズ製自走式 16 列 CT「Aquilion 
LB」。東芝メディカルシステムズとエレクタの共同開発
により、治療計画策定時と照射直前のCT画像をフュー
ジョンし、定量解析するソフトウェア(MOSAIQ)と遠隔
寝台制御の統合が図られている。CT開口径はリニアッ
クと全く同一クリアランスを再現され、従来装置に比べ
精度よく効率的に運用できるようになった

kV
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相模原協同病院
JA神奈川県厚生連

住　所：神奈川県相模原市緑区橋本2-8-18
病床数：437床（一般431床・感染6床）

同院は終戦直前の1945年 8月、物資の

困窮する時代にも関わらず地域の無医村

解消のために開設され、以来70余年に

わたって地域に高質な医療を提供し続け

てきている。現在、高機能を有する急性

期病院を目指して展開しているが、災害

拠点病院、地域医療支援病院、初期臨床

研修病院、がん診療連携拠点病院等の指

定を受けるなど、人口72万人の政令指

定都市である相模原市北部の中核病院と

して無くてはならない施設となっている。

常勤医は80余名、総職員数1160余名。

上写真は同院の大きな訴求施設ともなっ

ている高精度放射線治療センターの建屋。

療
の
進
展
具
合
に
よ
っ
て
、
肺
野
な
ど
腫
瘍
の

位
置
が
変
わ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な

症
例
も
部
屋
を
移
動
す
る
こ
と
な
く
、
素
早
く

治
療
計
画
の
変
更
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
」

　

ま
た
、
熊
本
氏
は
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
化
に
つ

い
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
と
話
す
。

「
国
内
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
ば
か
り
で
な

く
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
は
那
須
に

実
機
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
有
し
て
い
ま
す
。
私
も
そ
こ
で
研
修

し
ま
し
た
が
、
実
際
に
病
院
で
装
置
が
稼
働
す

る
前
に
実
機
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
助
か

り
ま
し
た
。
以
前
は
、
装
置
の
研
修
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
海
外
の
施
設
を
訪
れ
る
病
院
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
必
要
な

く
な
り
ま
し
た
。
予
算
が
潤
沢
で
は
な
い
当
院

の
よ
う
な
施
設
で
は
た
い
へ
ん
有
難
い
で
す
ね
」

　

高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
福
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
古
い
装
置
で
も
高
精
度
な
放
射
線
治
療
は
可
能

で
す
が
、
そ
の
分
手
間
が
余
計
に
か
か
り
ま
す
。

私
た
ち
放
射
線
治
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
考

え
出
し
た
新
し
い
工
夫
を
従
来
の
装
置
に
加
え

た
も
の
が
、
現
在
の
新
型
装
置
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
後
こ
の
新
し
い
装
置
に

さ
ら
な
る
工
夫
を
加
え
て
、
よ
り
質
の
高
い
放

射
線
治
療
を
提
供
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
や
シ
ス
テ

ム
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
で

室
側
で
フ
ル
オ
ー
ト
で
扱
え
る
こ
と
で
す
ね
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
格
段
に

早
く
な
っ
て
お
り
、
１
人
当
た
り
の
治
療
時
間

は
確
実
に
短
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
定
位
放
射

線
治
療
も
、
従
来
の
装
置
で
は
30
分
以
上
か

か
っ
て
き
た
も
の
が
、
息
止
め
が
な
け
れ
ば
15

～
20
分
程
度
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

熊
本
氏
は
、
Ｃ
Ｔ
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
同
室
に

あ
る
有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
普
及
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を

搭
載
す
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
も
普
及
し
て
き
ま
し
た

が
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
Ｃ
Ｔ
を
同
室
に
置
く
放
射

線
治
療
施
設
は
ま
だ
国
内
で
は
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
Ｃ

Ｂ
Ｃ
Ｔ
は
画
像
診
断
用
で
は
な
い
た
め
、
上
腹

部
や
頭
部
等
の
低
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
臓
器
の
位

置
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
同
室
Ｃ
Ｔ
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
で
は
描
出
が
難
し
い
臓
器
を
見
な
が
ら
位
置

決
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
放
射
線
治

き
る
よ
う
に
、
装
置
の
動
く
範
囲
や
速
度
、
遮

蔽
を
考
慮
し
な
が
ら
、
最
適
な
治
療
計
画
を
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

エ
レ
ク
タ
社
は
、
放
射
線
治
療
に
関
し
て
、

い
わ
ゆ
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
手
術
的
治
療
で

あ
る
“D

ynam
ic Radiosurgery

”
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
が
、
福
原
氏

は
「
照
射
領
域
の
大
き
さ
・
数
に
制
約
を
受
け

ず
、
正
常
組
織
へ
の
影
響
を
最
小
に
し
、
短
時

間
で
最
大
の
線
量
集
光
性
能
を
得
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
評
価
し
て
い
る
。

「
広
い
範
囲
で
も
１
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
で
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ

が
で
き
る
エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
技
術
は

優
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
え
て"Surgery"

に
こ

だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
当
院
で
は
マ
ル
チ
リ
ー

フ
コ
リ
メ
ー
タ
が
有
す
る
高
速
・
高
遮
蔽
・
広

範
囲
と
い
う
特
長
を
活
か
し
、
定
位
照
射
に
お

い
て
も
患
者
毎
に
副
作
用
等
を
考
慮
し
た
オ
ー

ダ
メ
イ
ド
の
分
割
照
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
へ
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
我
々

の
施
設
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
放
射
線
治
療
に
お
い
て
効
果
が

落
ち
る
と
さ
れ
、
他
の
施
設
で
は
あ
ま
り
行
わ

れ
て
い
な
い
放
射
線
治
療
の
“
休
止
期
間
”
を

当
施
設
で
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

休
止
期
間
を
入
れ
る
こ
と
で
、
口
内
炎
や
食
道

炎
な
ど
の
正
常
組
織
の
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
高
精
度
放
射
線
治
療
に
よ
り
、
他

施
設
よ
り
も
病
巣
に
高
線
量
を
照
射
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
た
め
、
休
止
し
て
も
他
施
設
よ

り
も
急
性
有
害
事
象
が
少
な
く
効
果
の
高
い
治

療
が
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
工
夫
は
、
あ
ま
り
他
施
設
で
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
や
医
療
機
関
に
周
知
し
て
い
き
、
患

者
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

2 室目の放射線治療室にて、高精度放射線治療センターのスタッフ
の皆さん。放射線治療医、診療放射線技師、看護師らが一体と
なり、質の高い放射線治療を提供している

以前使用していた腹臥位乳房治療台。
乳房における放射線治療の精度向上と
正常組織への被ばく低減のために、福
原氏自身が考案・製作した

放
射
線
治
療
の
質
向
上
に
取
り
組
み
続
け
、

病
院
移
転
に
備
え
た
体
制
整
備
を
推
進

放
射
線
科
＋
放
射
線
室
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